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一
〇
八

天

台

と

三

論

の

交

渉

-
智

嶺
説

・
灌
頂
録

『
金
光
明
経
文
句
』
と

吉
蔵
撰

『
金
光
明
経
疏
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
-

藤

井

教

公

一
 
問
題

の
所
在

近
年
、

天
台
と
三
論
の
両
宗
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
現
存
す
る
経

典
注
釈
書
類
を
中
心
と
し
た
著
作

の
比
較
検
討
を
通
じ
て
の
研
究
が
進

め
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
文
献
成
立
の
上
で
、
三
論

・

天
台
の
両
者

の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
天
台
の
智
嶺
と
三
論
の
吉
蔵

の
両
者

に
共
通
し
て
存
在
す

る
経
典
注
釈
書
類
に
関
し
、
年
代
的
に
先
行
す
る
は
ず

の
智
鎭
の
注
釈

書
類
が
吉

蔵
の
も

の
を
多
く
引
用

・
援
用
し
て
お
り
、
そ
の
逆
の
場
合

は
非
常

に
少

い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
天
台

の
側
に
と

っ
て
は
、
そ
の
著
作
の
内

容

で

あ

り
、

こ
れ
ま
で
智
嶺
の
教
学
思
想
と
さ
れ
て
き
た
そ
の
も

の

に

つ

い

て
、
ど

こ
ま
で
が
灌
頂
の
付
加
な
の
か
、
そ
し
て
灌
頂
が
吉
蔵
に
拠
る

こ
と
が
多
い
以
上
、
三
論
吉
蔵

の
影
響
が
ど
こ
ま
で
及
ん

で

い
る

の

か
、
と
い
う
重
大
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
如
上
の
問
題
に
近
づ
く

一
歩
と
し
て
、
智
嶺
と

吉
蔵
の
両
者

に
共
通
し
て
存
在
す
る

『金
光
明
経
』
の
注
釈
書
を
と
り

あ
げ
て
、
両
者
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
台

・
三
論

の
文

献
的
交
渉
に
つ
い
て
示
し
た
い
。

二
 

智
顕

と
吉
蔵

の

『
金
光
明
経
』

注
釈
書

類

『
金
光
明
経
』
は
鎮
護
国
家
と
現
世
利
益
信
仰
を
説

い
た
経
典
で
、

中
国
で
広
く
流
布
し
、
曇
無
講
訳
を
初
伝
、
真
諦
三
蔵
訳
を
次
伝
と
し

て
唐
の
義
浄
訳
ま
で
に
都
合
五
本
の
異
訳
が
あ
る
。

天
台
智
鎭
の
こ
の
経
に
対
す
る
注
釈
書
類
で
は
、
『金
光
明
経
玄
義
』

二
巻

(以
下

『玄
義
』
と
略
)
及
び

『
金
光
明
経
文
句
』
六
巻

(以
下
『文

句
』)
の
二
つ
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
智
者
大
師
説

・
門
人
灌
頂
録
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
『
玄
義
』
は
、
注
釈
書
で
は
な
く
、

一
経
の
玄
旨

を

述
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べ
た
も

の
で
あ
る
が
、
後
に
宋
代
に

の
書

に
広
略
二
本
が
あ
ら
わ
れ

(広
本
の
方

に
帝
王
釈
、
観
心
釈
が
あ
る
)
、
広
本
の
真
偽
を
め
ぐ

っ
て

山
家

・
山
外
の
四
十
年
に
亘
る
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

書
で
あ
る
。
い
ま

二
つ
の

『
文
句
』
は
、
曇
無
識
訳
四
巻
十
八
品
に
対

す
る
注
釈
書
で
、
随
処
に
真
諦
訳
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

こ
の
天
台
智
鎭
の
二
書
に
つ
い
て
は
、
先
に
佐
藤
哲
英
博
士
の
論
究

が
あ
り
、
今
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
検
討
を
す

す

め

る

が
、
佐
藤
博
士

は
、
こ
の
二
書

の
成
立
時
期
は
ほ
ぼ
同
時
で
、
『
文
句
』
中

に

『
法

華

玄
義
』
や

『摩
詞
止
観
』
に
説
明
を
譲

っ
て
い
る
箇

処

が

あ

り
、
ま

た
、
灌
頂

の

『智
者
大
師
別
伝
』
に
疏

の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、
六
〇

五
-
六

三
二

(灌
頂
入
寂
)
年
の
間
の
成
立
と
さ
れ

て

い

る
。
こ
の
二

書
に
は
、
真
諦
三
蔵

の
疏

(十
三
巻
。
現
存
せ
ず
)
が
引
か
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ

の
真
諦
三
蔵
の
説
を
破
斥
し
て
自
説
を
展
開
す
る
こ
と
が
し

ば
し
ば

で
あ
る
。
ま
た
、
天
台
師
、
今
師
、
大
師
云
く
、
な
ど
と
い
う

表
現
が
見
ら
れ
、
佐
藤
博
士
は
、
こ
の
点
か
ら
、
こ
の
二
書
日
は
灌
頂
が

真
諦
疏
を
参
照
し
つ
つ
、
か
な
り
智
嶺
の
講
説
部
分
に
手
を
入
れ
た
も

の
で
、
む
し
ろ
灌
頂

の
撰
述
と
し
た
方
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る

(そ
れ

故
、
本
論

で
は
、
以
後
、
智
嶺
と
灌
頂
の
両
者
を
含
め
た
い
い
方
と
し

て
、
単
に
天
台
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
。

二
方
、

吉
蔵
の
経
に
対
す
る
著
作
と
し

て

は
、
『金
光
明
経
疏
』

一

巻

(
以
下

『疏
』
と
略
)
が
あ
る
。
こ
の

『
疏
』
は
小
部
の
も
の
で
、
内

容
も
極
め
て
簡
潔

で
、
智
鎭
と
同
様
、
曇
無
識
訳
に
対
す
る
注
釈
書

で

あ
る
。
そ
の
成
立
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『疏
』
中
で
、
会

楷

嘉

祥
寺
時
代

(
五
八
九
-
五
九
七
)
に
成

っ
た
と
さ
れ
る

『
浬
葉
経
疏
』
に

そ
の
説
明
を
譲

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
後
の
成
立
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ま
た
そ
の

『
浬
秦

経
疏
』
は
、
後
年
成
立

の

『
浬
禦
経
遊
意
』
の
冒
頭
で
吉
蔵
自
ら
、
早
く
に
散
秩
し
た
と
述
べ

て
い
る
か
ら
、
『疏
』
成
立
の
下
限
は

『浬
藥
経
遊
意
』
の
成
立

以

前

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

吉
蔵
の
こ
の

『
疏
』

の
内
容
は
、
簡
潔
な
経

の
随
文
解

釈

で
、
『
勝

覧
宝
窟
』
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
多
く

の
経
の
引
用
、
他
の
諸

師

の
説
の
紹
介
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
注
目
す
べ

き
は
、
天
台
と
同
じ
く
真
諦

の
七
巻

本

(吉
蔵
も
こ
れ
を
新
本
と
呼
ん
で

い
る
)
に
つ
い
て
い
く
ど
か
触
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
天
台
の
場

合

と
同
様
に
真
諦
訳
を
見
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
真
諦

の
疏

に
つ
い

て
は
、
吉
蔵
は

『
疏
』
中
で
、
真
諦
曰
く
、
な
ど
と
し
て
直
接
に
真
諦

を
指
示
す
る
引
用
は

一
つ
も
な
い
。
真
諦

の
名
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
吉
蔵
が
真
諦
疏
を
見
な
か

つ
た
と
い
う

こ
と
で
は

決

し

て
な

く
、
事
実
は
む
し
ろ
そ

の
逆
で
あ
る
。
後
に
出
す
よ
う
に
、
吉
蔵
が
自

ら
の

『
疏
』

の
中
に
、
真
諦

の
名
を
挙
げ
ず
に
そ
の
解
釈
を
紹
介
し
て

い
る
例
、
ま
た
、
真
諦
の
説
を
採
り
込
ん
で
自
説
と
し
て
述
べ
て
い
る

例
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
吉
蔵
が
真

諦
疏
を
見
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
今
日
、
真
諦
疏
は
現
存
し
な

い
か
ら
、
吉
蔵
の

『
疏
』
が
、
そ
の
成
立
を
ど
の
程
度
ま
で
真
諦
疏
に

天
台
と
三
諭
の
交
渉

(藤

井
)
 

一
〇
九
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天
台
と
三
論

の
交
渉

(藤

井
)
 

一
二
〇

負

っ
て
い
る
か
は
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
依
存
度
は

か
な
り
高
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
真
諦
疏

へ
の
依
存
度
が
高
け
れ

ば
こ
そ
、
吉
蔵
は
あ
え
て
真
諦

の
名
を
挙
げ
な
か

っ
た
の

で

は
な

い

か
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

天
台

『
金
光
明
経
文

句
』
と

吉
蔵

『
金
光
明
経
疏
』
と

の
比
較

天
台

の

『
文
句
』
と
吉
蔵
の

『
疏
』

の
両
老
を
比
較
対
照
し
て
、
そ

の
表
現
及
び
経
に
対
す
る
解
釈
の
同
異
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
経
の
分
科
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
『
文
句
』
で

は
、
江

北

諸
師
、

江
南
諸
師
、
そ
れ
に
真
諦

の
説
を
紹
介
し
、
後

に
自
ら
の
分
科

を
出
し
て
い
る
。

江
北
諸
師
以
二初
品
一為
レ序
。
寿
量
下
詑
二捨
身
二為
レ
正
。
讃
仏
為
二流
通
鴨正

文
又
三
。
寿
量
下
是
正
説
。
四
王
下
大
誓
二護
経
叩
除
病
下
大
悲
接
レ物
。
江

南
諸
師
以
三初
品
一為
レ序
。
寿
量
下
為
レ
正
。
四
王
下
十
三
品
為
一流
通
叩真
諦

三
蔵
分
二新
文
二
二十
二
品
。
初
品
為
レ序
。
寿
量
下
至
三捨
身
一十
九
品
為
レ正
。

後
両
品
為
二流
通
叩真
諦
釈
云
。
寿
量
明
二師
果
幻懴

・
歎
両
品
明
二弟
子
因
幻授

記
是
弟
子
果
。
除
病
是
師
因
。
四
王
下
正
論
二力
用
叩前
師
果
弟
因
既
為
レ正
。

後
師
弟
因
果
何
得
レ為
三流
通
一耶
。(中
略
)
今
従
二如
是
我
聞
一入
三寿
具婁
詑
二

天
龍
集
信
相
菩
薩
室
一為
二序
段
崎
従
二爾
時
四
仏
一下
、
詑
二空
品
一正
説
段
。

従
二四
王
品
一下
詑
レ経
流
通
段
。
(序
品
、
大
正
蔵
三
九
巻
・
四
六
b
-
c
、

以
下
、
巻
数
略
。
傍
点
筆
者
、
以
下
同
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
台
の
分
科
は
、
江
南
諸
師

の
、
序
品
を
序
分
、
第

二
寿
量
品
か
ら
第
五
空
品
ま
で
を
正
説
分
、
第

六
四
天
王
品
以
下
十
三

品
を
流
通
分
と
す
る
説
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
天
台

の
場
合
は
序
分
が
第
二
寿
量
品

の
後
半
ま
で
か
か

つ
て
い
る
の
が
相
違

す
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
正
説
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
寿
量
品

の
釈
中

で
、
真
諦
三
蔵

の
説
を
含
め
た
三
説
を
示
し
、
真
諦

の
、
寿
量
品
を
果

段
、

三
身
分
別
品
を
因
段
す
る
説
を

「
師
云
。

三
身
成
二果
上
義
輔
非
二

因
義
幻是
故
不
レ用
」
(五
七
b
)
と
し
て
斥
け
て
、
続
け
て
、
第

一
の
説

の
、
寿
量
品
は
常
住
の
果
を
明
か
す

の
で
、

こ
れ
を
宗

・
体
と
し
、
懴

悔
品
以
空
品
ま
で
を
経
の
力
用
を
明
か
す
も

の
と
す
る
説

に
つ
い
て
、

「
初
家
所
説
、
好
与
今
意
同
」
(同
前
)
と
し
て
、

こ
れ
を
支
持
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
正
説
分
に
つ
い
て
天
台

は
寿
量
品
を
経
の
体
、
懴
悔

品
以
下
空
品
ま
で
を
経
の
力
用
を
顕
わ
す
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
吉
蔵

の
分
科
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
『疏
』
で

は
、
経

題
の

「
金
光
明
」
の
釈
の
後
に
経
の
分
科
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、

此
四
巻
中
大
判
有
二三
段
叩
第
一
序
品
即
是
序
説
分
。
第
二
従
一寿
量
品
一詑
一嘱

捨
身
品
二是
正
説
分
。
第
三
讃
仏
一
品
是
流
通
説
也
。
(大
正
蔵
三
九
巻
、
一

六
〇
b
、
以
下
、
巻
数
略
)

と
あ
り
、
序
品
を
序
分
、
寿
量
品
よ
り
第
十
七
捨
身
品
ま

で

を

正
説

分
、
最
後

の
第
十
八
讃
仏
品
を
流
通
分
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

正
説
分

に
つ
い
て
は
、
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第

二
正
説
中
有
レ
二
。
第

二
従

二寿
具畢

詑
二
空
品

↓明
二
常
住
因
果
叩即
是
経
体
。

第

二
従

三
四
天

王
品

一詑
二
捨
身
品

肉明
二
敷
レ
経
勧
一
レ学
。

即
経
力
用
。

(
一
六

一

c
)

と
述
べ
て
、
寿
量
品
か
ら
空
品
ま
で
、
す
な
わ
ち
天
台
が
正
説
分
と
し

た
部
分
を
経

の
体
と
し
、
そ
れ
以
下

の
四
天
王
品
か
ら
捨
身
品
ま
で
を

経
の
力
用
と
し
て
い
る
。
こ
の
吉
蔵
の
分
科
は
、
先
に

『文
句
』
が
紹

介
し
た
江
北
諸
師
と
真
諦
の
分
科
と
類
同
の
も
の
で
あ
り
、
天
台
の
分

科
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。

次
に
、
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
、

経
題

の

「
金
光
明
」
の
三

字

の
解
釈
で
は
、
吉
蔵
は

『疏
』

の
初
め
に
そ

の
解
釈
を
示
し
て
い
る

が
、
天
台
で
は

『文
句
』
に
は
そ
れ
は
見
ら

れ

ず
、
『玄
義
』
の

「
釈

題
」
中

の
釈
名
段
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
真
諦
の
解
釈
を
挙

げ
、

一
々
そ
れ
に
反
駁
を
加
え
た
後
に
自
説
を
出
し
て
い
る
。
今
、

両

者
を
対
照
す
る
と
、

『
疏
』

金
光
明
経
者
、

乃
是
究
寛

大
乗
菩
薩

蔵
摂
。
是
頓
教
所
レ
収
。
論

二其
宗

極

噛

表
二
三
種

三
法
幻
一
表

一一三
身
仏
果

殉
二

表

二
浬
墾

三
徳
叩
三
表
二

三
種
仏

性
幻

表

二
三
身

一
者
、

金
体
真
実
讐

二
法
身

仏
相
光
用
能
照
讐
二
応
身
仏
叩
明
能
遍

益
猶
如
二化
身

叩
第

二
讐
二
三
徳

一者
、

以
一一金
体
四
義

一
讐

一一法
身

四
徳
殉
色

無

レ変
如
レ
常
。

体
無

レ染
如

レ
浄
。

転

『
玄
義
』

真
諦

三
蔵

云
、

三
字

讐
二
三
種

三
法
一
。

一
警

二
三
身
一
。
二
讐

一三
一徳
一
。三
警

二
三

位
一
。警

二
三
身

一者
、

金
体
真
実

以
讐

二

法
身
一
。光
用
能

照
以
讐

二応
身
一
。明
能

遍
益
以
讐

二化
身
一
。次
警

二
三
徳

一者
、

金
有
二
四
義
。

一
色
無
レ
変
。
二
体

無
レ

染
。

三
転
作
無
磯
。

四
令
二
人
富
一
。金

作

無
磯
如
レ
我
。

令
二
人
富
貴

一如

レ
楽

也
。
次
光
有
二
二
義
一
。能

照

・
能
除
如

二

般

若
一
。次
明
有
二
両
義
一
。無
闇

・
広
遠

如

二
解
脱
一
。総
無
二衆
患
一
。第

三
表

二
三

種

仏
性

一者
、

金
体
本
有
如

二道
前

正

因

殉
光
用
始
有
如
二
道
内
了
因
一
。明
是

無

闇
如
二
道
後
至
果
一
。以

二
金
等

三

義

二譬

二
三
種

三
法

幻
越

二三口
三
金
光
明

経
一
也
。

(
一
六
〇

b
)

以
讐

二法
身
常
楽
我
浄

四
徳
叩
光
有
二

二
義
叩

二
能
照
了
。
二
能
除
レ
闇
。
以

譬
二
般
若
照
レ
境
除
一
レ惑
。
明
有

三
一義
殉

一
無
闇
。
二
広
遠
。
以
讐
下
解

二
脱
衆

累

一永
尽
薄
益
中
有
縁
加
次

三
位
者
、
金

性
先
有
、
如
二
道
前
正
因
位
一
。光
融
体

顕
、

如
二
道
中
了
因
位
一
。明
無
二
瑕
垢
一
、

如
二
道

後

縁

因

位
一
。(
中
略
)
大
師

謂
、

三
三
之

釈
、

三
義
不
了
。

一
因

果
不
レ
通
。
二
乖
二
円
別
殉
三
不
レ
称
二
法

性
幻
(
二

a
)

と
な
る
。
右
の
対
照
は
、
『
玄
義
』
は
真
諦
説

を
挙
げ
、
そ
れ

に
対

し

三
点
か
ら
批
判
を
加
え
る
部
分
で
あ
る
が
、
両
者
比
較
し
て

一
見
し
て

知
ら
れ
る
こ
と
は
、
吉
蔵

の

『
疏
』

の
釈
は
、
真
諦

の
釈
と
字
句
と
表

現
は

一
部
変
え
て
は
い
る
と
い
う
も
の
の
、
殆

ん
ど
同

一
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
吉
蔵
は

「金
光
明
」

の
三
字

は
、
三
身
仏
果
、
浬
藥

三
徳
、

三
種
仏
性
と
い
う
三
種

の
三
法
を
表
わ

し
た
も

の
と
い
う
が
、

こ
れ
は
全
く
真
諦
説
そ
の
も
の
で
、
そ

の
後

の
釈
も
内
容
表
現
と
も
真

諦
説
の
ひ
き
う
つ
し
と
い
っ
て
よ
い
。
吉
蔵
が
真
諦
釈
を
そ
の
名
を
出

さ
ず
そ
の
ま
ま
採
り
こ
ん
で
自
説
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

天
台
の
場
合
は
、
先
に
挙
げ
た
部
分
に
続
い
て
、
真
諦
釈
を
か
な
り

長
文
に
わ
た

っ
て
破
斥
し
た
後
、
自
ら
は
、

具
寄
二十
種
三
法
一以
為
二初
門
殉
復
為
二三
意
噸
一
標
一十
数
叩
三
釈
二十
相
殉
三

簡
二十
法
一
。言レ標
二十
数
一者
、
謂
二
三
徳

・
三
宝

・
三
浬
薬
・
三
身

・
三
大
乗

天
台
と
三
論

の
交
渉

(藤

井
)
 

一

一
一
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天
台
と

三
諭

の
交
渉

(藤

井
)
 

一
一

二

・
三
菩
提

・
三
般
若
・
三
仏
性
・
三
識

・
三
道
一也
。
(三
b
-
c
)

と
い
っ
て
、
十
種
三
法
を
挙
げ
、
「
金
光
明
」
の
三
字
は
十
種
の

三
法

を
譬
え

る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
以
上
か
ら
、
吉
蔵
は
真
諦
説
を
そ
の

ま
ま
承
け
、
天
台
は

『玄
義
』
に
お
い
て
真
諦
説
を
出
し
て
こ
れ
を
破

斥
し
て
自
ら
の
十
種
三
法

の
解
釈
を
示
し
て
お
り
、
両
者
の
間
に
大
き

な
解
釈
上
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
寿
量
品
に
お
け
る
同
様
の
例
を
示
そ
う
。
経
の
、
信
相
菩
薩
が

仏
の
八
十
才

の
年
に
つ
い
て
疑
念
を
も

つ
部
分
の
釈

で
あ

る
。
天
台

は
、
先
と
同
様
に

『
玄
義
』
に
お
い
て
真
諦
釈
を
出
し
、
こ
れ
を
破
斥

し
た
後

に
自
説
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
吉
蔵
の

『疏
』
の
釈
と
対
照

し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
疏
』

問

日
。
此
経
是
何

時

説
レ
疑

二
仏

八

十
幻
釈
日
。
未

二浬
繋

一前
九
十

日
説
。

所
以
知
。
然
従

二如
来
出
世

一
至
二
於

法
華

納未
レ
有
二
八
十
之
語
一
。説

二法
華

一

已
後
、
告

二一於
魔
王

一唱
言
、

却
後

三

月
浬
葉
。

此
時
衆
生
方
知

二
八
十
年
一
。

以
レ此
可
レ
知
二
於
九
十

日
説
一
。而
九
十

日
中
、
未
レ
知
二
是
何
日
説
一
。方
者
将

也
。
二
月
十
五
日
入
二
八
十

一而
未
二
満

足

一日
レ
将
。

(
一
六
二

a
)

『
玄
義

』

真
諦

三
蔵

云
、
此
経
是
法
華
之
後
、

浬
葉
之
前

九

十

日

説
。

引
二
浬
薬

一

云
、
仏
告
波
旬
、

却
後

三
月

吾

当
二

浬
盤
霜
信
相
聞
レ
斯
。

故
知
二
八
十
応

τ

滅
。

是
義
亦
不
レ
然
。

(
中

略
)
如
レ

此
斜
二
酌

五
味

二
明
レ
義
。

則

第

三
生

麻
摂
。

若
四
蔵
明
レ義
、

則

雑
蔵

摂
。

四
教
明
レ
義
、

則
通
教
摂
。

通

教

之

中
即
得
レ
論
二一帯
レ
別
明

ヤ
円
也
。

(
十

二
a
)

右
に
見

る
よ
う
に
吉
蔵
は
、

こ
こ
で
は
経
の
説
時
を
浬
藥
の
前

の
九

十
日

(
三
ヶ
月
)
の
説
と
し
て
、
ま
た
先
に
は
こ
の
経
に
つ
い
て
、
挙

げ
た

「
金
光
明
」
の
釈

の
引
文
中
で

「
究
寛
大
乗
菩
薩
摂
」
「頓

教

所

収
」
と
い
っ
て
お
り
、
経
に
高
い
地
位
を
与
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の

「浬
葉

の
前

の
九
十
日
の
説
」
と
い
う
の
は
、
『
玄
義
』
に
引

か

れ
た
真
諦
説
と
同
じ
で
、
表
現
は
変
え
て
い
は
い
る
も
の
の
、
明
ら
か

に
真
諦
説
を
そ

の
ま
ま
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知

ら

れ

る
。

一

方
、

天
台
の
場
合
は
真
諦
説
を

「
是
義
亦
不
レ
然
」
と
し
て
否

定

し
、

経
に
つ
い
て
五
時
判
で
い
え
ば
第
三
方
等
時
、

四
教
で
は
通
教

に
属
し

て
別
を
帯
び
て
円
を
明
ら
か
に
す
も

の
、
と
規
定

し

て

い

る
。
そ
れ

故
、

こ
こ
で
も
吉
蔵

の
解
釈
と
大
き
な
違

い
を
見
せ
て
い
る
。

さ
て
、
次
に
は
、
天
台
と
吉
蔵

の
釈

の
内
容
が
同

一
の
も
の
を
示
そ

う
。
そ
れ
は
、
除
病
品
の
釈

で
、
吉

蔵

の

『
疏
』
で

は
、
「解
有
二
二

師
こ

と
し
て
挙
げ
る
う
ち
の
一
つ
で
、
天
台

の

『
文
句
』
で
は

地

の

文
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
疏
』

又
言
、
正
月
二
日
正
是
春
時
、
木
於
レ

中
王
。
土
寄

一一三
月
一摂

二属
春
時
一
。四

月
五
月
正
是
夏
時
。

火
於

レ
中

王
。

土
寄
二
六
月

一摂

二属
夏
時
一
。七
月

八
月

正
是
秋
時
。

金
於
レ
中
王
。

土

二寄
九

月
一摂

二属
秋
時
幻
十
月
十

一
月
正
是

冬
時
。

水
於
レ
中
王
。

土
寄
二
騰

月

一

摂

二属
冬
時
一
。土
寄
二
四
季

一以
二
正
時

二

為

レ
本
。

各
各
三
月
並
摂
二
於
中
土
一
。

故
言
二
三
三
本
摂
一
。此
是

主

摂
レ
客
。

客
是
土
也
。

(
一
七

二
a
)

『
文
句
』

一
又

云
。
正
月

二
日
正
是
春

時
、
木
於
レ

中
王
。

土
寄
二
三
月

一摂
二属

春

時
一
。

四
月

五
月
正
是
夏
時
。
火

於
レ
中
王
。

土
寄

二
六
月

一摂
二
属
夏
時
一
。七
月

八
月

正
是
秋
時
。

金
於
レ
中
王
。

土
寄
二
九

月

二摂

一属

秋
時
叩
十
月
十

一
月
正
是

冬
時
。
水
於
レ
中
王
。
土
寄

二
騰
月
摂
二

属
冬
時
。

土
寄
二
四
季

一正
時

為
レ
本
。

各
三
月
並
摂
二
於
土
殉
故

言

二
三

三
本

摂
幻
主
摂
二於
客

而
客
是
土

也
。

(
八

一
b
)
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右
の
対
照
表

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者

の
釈
は
わ
ず
か
数
字

の
違

い
し
か
な
く
、
全
同
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
の
釈

の
部
分
は
、
経

が

一
年
を
三
ヶ
月
と
二
ヶ
月
に
そ
れ
ぞ
れ
区
切

っ
て
数
え
る
暦

の
釈
で

あ
る
。
今
、
挙
げ
た
部
分
の
後

に
も
暦

の
釈
で
ほ
と
ん
ど
両
者
同

一
内

容
の
も

の
が
あ
る
が

(『疏
』

一
七
二
b
、
『文
句
』
八
〇
c
)
、こ
の
両
者

の
一
致

は
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
の
釈
を
引
い
た
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、

同

一
の
ソ
ー
ス

(す
な
わ
ち
真
諦
疏
)
か
ら
両
者
そ
れ
ぞ
れ
採

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
や
は
り
、
こ
の
除
病
品

の
後

の
釈

で
、
経
が

一
年

の
季
節
ご
と
に
発
す
る
病
い
を
説
い
た
部

分

が

あ

る

が
、
『文
句
』
と

『
疏
』
の
そ
の
部
分
に
対
す
る
釈
は
ほ
ぼ
全
同

で

あ

る

(『疏
』

一
七
三
c
-
『
文
句
』
八
二
c
)
。両
者
と
も
引
用

で
な

く
、

地
の
文

と
し
て
出
し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
が

『文
句
』
の
そ
の
部
分

の

釈
の
末

尾
に

「此
中
消
文
、
出
真
諦
三
蔵
疏
中
」
と
あ

っ
て
、
『
文
句
』

が
真
諦
疏
に
拠

っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
れ

に

よ

っ
て

『文

句
』
が
真
諦
疏
を
承
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
同
時
に

『疏
』
も
、

ま
た
真
諦
疏
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

小

結

以
上
、
天
台
と
三
論
吉
蔵
の
両
者

に
共
通
に
存
す
る

『
金
光
明
経
』

の
疏
に

つ
い
て
こ
れ
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ

の
結

果
、
天

台

の

『文
句
』
(及
び

『玄
義
』)
と
吉
蔵
の

『疏
』
と
は
、
両
者
と
も
真
諦
疏

を
見
て
お
り
、
随
時
そ
れ
を
引
用

・
接
用
し
て
い
る
こ
と

が

わ

か

っ

た
。
そ
の
引
用

・
接
用
の
形
態
と
し
て
は
、
天
台

の
場

合

は

「
真
諦

云
」
と
し
て
そ
の
名
を
出
す

こ
と
が
多
い
が
、

吉
蔵
の
場
合
は

一
切
そ

の
名
を
出
さ
ず
、
真
諦
疏
を
そ
の
ま
ま
自
説
と
し
て
と
り
こ
ん
で
い
る

例
が
目
立

っ
た
。
ま
た
、
天
台

の
場
合
は
、
真

諦
疏
を
引
く
際
に
は
破

斥
の
対
象
と
し
て
引
き
、
そ

の
後
に
自
説
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
故
、
両
者
と
も
真
諦
疏
と
い
う
同

一
の
も
の
に
拠

り

な

が

ら
、
そ
の
両
者

の
解
釈
は
か
な
り
違

っ
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
例
に

は
示
し
得
な
か

っ
た
が
、
『
文
句
』
で
は
、
寿
量
品
に
お
い
て
、
五
戒
、

十
善
、

止
善
、
行
善
な
ど
を
、
懴
悔
品
に
お

い
て
は
懴
悔
に
つ
い
て
詳

説
し
、
讃
敷
品
、
正
論
品
、
善
集
品
に
お
い
て
は
四
悉
檀
に
よ

つ
て
解

釈
を
な
し
て
お
り
、
経
に
対
す
る
実
践
的
側
面

か
ら
の
把
握
が
な
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
点
も
ま
た
、
吉
蔵
の

『
疏
』

と
の
大
き
な
違

い
と
な

っ

て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
天
台

と
三
論
吉
蔵
に
お
け
る
文

献
的
交
渉
は
、
『金
光
明
経
』

の
注
釈
書
類
に
関
す
る
か
ぎ

り
、
両
者

の
間
に
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ま

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

『
法
華
文
句
』
や

『維
摩
経
疏
』
な
ど

一
連

の

灌
頂
修
治
の
著
作
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

『
金
光
明
経
疏
』
、『金
光
明
経
玄
義
』
、『
金
光
明
経
文

句
』
、吉
蔵
、
智
鎭
。

(横
浜
市
立
大
学
講
師
)

天
台
と

三
論

の
交
渉

(
藤

井
)
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